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２学期がスタ－トしてすぐの運動会，少し肌寒い中でしたが，子供たちは最後まで一生懸命に取

り組みました。運動会当日は，大きな拍手での応援や閉会式後の後片付けへのご協力，本当にあり

がとうございました。また，これまでの除草作業に感謝いたします。本日行った１１月の朝会にあ

たり，運動会で心に残ったことや子供たちの活躍について，次のような話をしました。

今日は，２学期始まってすぐに行われた運動会

の話をします。

１０月１７日（土）の運動会は，「笑顔・前進

・助け合い」の児童会テ－マどおりの素晴らしい

ものになりました。

１．２年生「徒競走・みんなでルルブル」

初めての運動会での１年生の「徒競走」，セパ

レ－トコ－スをみんな真っ直ぐに走ることができ

ました。これは，簡単なようで難しいことなので

すが，みんな最後まで走りきることができました。

２年生の「徒競走」は，力強さがありました。さすが，低学年のお兄さんお姉さんだと思いました。

スピ－ドもすごかったですよ。「みんなでルルブル」では，みんな一生懸命に踊っていました。手

に持った飾りが素早く振られて，とてもきれいでした。きびきびした動きがとてもかわいいなあと

感じました。行進の仕方や整列の仕方などがよくできていました。

３．４年生「徒競走・ジャンボバトンリレ－」

３年生の「徒競走」は，腕をしっかり振って走っていました。賞品のもらい方も，しっかり立ち

止まってお礼をして丁寧に受け取っていて，素晴らしいなあと思いました。４年生の「徒競走」は，

カ－ブのあるセパレ－トコ－スで，コ－スを間違えないで走れるか心配していました。カ－ブを曲

がり終えて直線コ－スに入っても，自分のコ－ス内をしっかりと走りきることができました。「ジ

ャンボバトンリレ－」は，唯一のトラックを使ってのリレ－で，走力だけで無く，ジャンボバトン

のバランスを取りながら必死に走る姿が見られて醍醐味十分でした。会場全体で応援し合う姿が見

られ大いに運動会を盛り上げてくれました。



５．６年生「徒競走・迫小ソ－ラン」

５年生の「徒競走」は，昨年までとは違った力強さのある走りだなあと感じました。最後まで必

死に走る姿が印象的でした。６年生の「徒競走」は，迫力満点でした。小学校生活最後の走りを見

せようとの意欲が伝わってきました。「迫小ソ－ラン」は，伝統種目なだけにみなさんの意気込み

も並々ならぬものがありましたね。６年生にとっては小学校生活最後の演技，５年生にとっても伝

統種目をしっかり受け継ごうとする気持ちが，一つ一つの動きから感じられ，心を一つにしたレベ

ルの高い演技でした。隊列の変化なども見応えがありました。

演技の他にも，ほぼ練習無しで行った係の活動のきびきびした動きや開・閉開式での堂々とした

姿など，全校を立派にリ－ドしてくれました。とてもうれしく思いました。

コロナ禍の中での運動会でしたが，先生方とみなさんが一緒になって作り上げた素晴らしい運動

会になったなあと，保護者の皆様からの感想や運動会後のみなさんの作文などからも感じ取ること

ができました。本当に運動会が実施できてよかったなあと思いました。

お家の方々にも，運動会までの除草作業や当日の後片付けなどでもご協力いただき，運動会を支

えていただきました。本当にありがたいことだと思いました。

運動会は大成功に終わりましたが，その他の一迫小学校のみなさんの大活躍を紹介します。

運動面では，宮城県小学生陸上競技大会栗原市選考記録会の男子５年の部の１００ｍ走で，氏家

颯さんが，１４．１８秒で見事１位になり県大会では３位入賞しました。文化面では，令和２年度

栗原市防火ポスタ－コンク－ルで，５年の沖田晴さんが最優秀賞に選ばれポスタ－として掲示され

ます。優秀賞として６年伊藤心菜さん，入選として４年千種楓花さん，村山獅苑さん，５年藤原京

汰さんが選ばれました。また，令和２年度福祉活動に関する標語・ポスタ－・書道の募集で，栗原

市教育委員会教育長賞に標語５年和良品諒輔さん，ポスタ－６年菅原結月さん，入選でポスタ－３

年村山優菜さんが選ばれました。他にも今表彰した作文宮城や造形教育作品展の北部地区審査会の

ように，様々な作品展・コンク－ルで入賞者が出ています。これからのみなさんの活躍が，ますま

す楽しみになりました。頑張っていきましょう。お話を終わります。




